
夏期
テキスト

　

こ
の
本
は
、
公
立
中
高
一
貫
校
を
め
ざ
す
小
学
６
年
生
の

た
め
の
夏
期
講
習
用
教
材
で
す
。
６
年
生
の
夏
休
み
ま
で
に

学
習
す
る
重
要
基き

礎そ

事じ

項こ
う

を
身
に
つ
け
な
が
ら
、「
思
考
力
・

分ぶ
ん

析せ
き

力り
ょ
く

・
表
現
力
」
を
み
が
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

例
題
・
要
点

 

　

各
回
で
基
礎
固
め
を
す
る
た
め
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
社
会
で
は
要
点
で
学
習
し
た
内
容
を
「
基
本
問
題
」で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
一
つ
確
実
に
身

に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

演
習
問
題

 

　

例
題
・
要
点
で
学
習
し
た
内
容
を
ふ
ま
え
た
、
よ
り
実じ
っ

践せ
ん

的て
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
で
は
Ａ
・

Ｂ
と
二
つ
の
難な
ん

易い

度ど

の
問
題
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
理

解
度
に
応
じ
て
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

作
文
・
言
語
事
項

 

　

国
語
で
は
、
記
述
力
・
読
解
力
を
高
め
る
た
め
に
、
作

文
や
知
識
事
項
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
用

意
し
ま
し
た
。

こ
の
本
の
特
色

こ
の
本
の
使
い
方

第
１
回　

説
明
文
・
論
説
文
⑴
／
日
本
の
国
土

　
説
明
文
・
論
説
文
⑴
／
作
文
⑴･･････････････････････････

2

　
日
本
の
国
土････････････････････････････････････････

8

第
２
回　

説
明
文
・
論
説
文
⑵
／
日
本
の
農
業
と
水
産
業

　
説
明
文
・
論
説
文
⑵
／
主
語
・
述
語
・
修
飾
語
・
文
の
基
本
型･･

14

　
日
本
の
農
業
と
水
産
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20

第
３
回　

説
明
文
・
論
説
文
⑶
／
日
本
の
工
業

　
説
明
文
・
論
説
文
⑶
／
作
文
⑵･･････････････････････････

26

　
日
本
の
工
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32

第
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回　

説
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論
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文
⑷
／
歴
史
か
ら
学
ぶ
産
業
の
発
展

　
説
明
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・
論
説
文
⑷
／
い
ろ
い
ろ
な
言
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⑴････････････････

38
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学
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産
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44

第
５
回　

物
語
文
／
政
治
の
し
く
み
と
憲
法

　
物
語
文
／
作
文
⑶････････････････････････････････････

50
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56

第
６
回　

随
筆
文
⑴
／
歴
史
か
ら
学
ぶ
政
治
の
し
く
み

　
随
筆
文
⑴
／
言
葉
の
種
類･･････････････････････････････

62

　
歴
史
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学
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政
治
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の
日
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／
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短
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古
典
作
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い
ろ
い
ろ
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⑵････････
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際
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の
か
か
え
る
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け
ん
と 　

新
聞
な
ら
持
ち
運
び
が
し
や
す
い
の
で
、
空
い
た
時
間
に
読
む
こ

と
や
あ
と
で
読
み
返
す
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

□
⑴　

テ
レ
ビ
と
新
聞
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
、
段
落
を
分
け
ず
に
百
五
十
字

以
内
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。（
話
し
合
い
で
出
た
意
見
と
ち
が
う
意
見
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。）

　
　
【
下
書
き
】

□
⑵　

あ
な
た
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
次
の
《
条
件
１
・
２
》
に
し
た
が
っ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
《
条
件
１
》　

は
じ
め
に
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
《
条
件
２
》 　

あ
な
た
が
ニ
ュ
ー
ス
を
理
解
す
る
方
法
と
し
て
よ
い
と
思
う
方

法
を
、
そ
の
理
由
も
ふ
ま
え
て
二
百
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
【
下
書
き
】

⎣―――――――――――――――⎡

⎣―――――――――――――――⎡

⎣―――――――――――――――――――――⎡

⎣―――――――――――――――――――――⎡

●
テ
ー
マ
を
と
ら
え
、
長
所
と
短
所
を
整
理
す
る
。

　
　
「
Ａ
と
Ｂ
ど
ち
ら
が
適
し
て
い
る
か
」
と
い
う
議ぎ

論ろ
ん

型
の
テ
ー
マ
が
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
与あ
た

え
ら
れ
た
話
し
合
い
や
資
料
を
も
と
に
、

議
論
対
象
に
な
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
を
整
理
す
る
。

●
自
分
の
考
え
（
立
場
）
を
明
確
に
し
て
意
見
を
書
く
。

　
　

自
分
の
考
え
（
立
場
）
を
明
確
に
し
て
意
見
を
書
く
。
意
見
の
根こ

ん

拠き
ょ

と

し
て
、
自
分
の
体
験
や
本
で
得
た
知
識
な
ど
を
具
体
的
に
示
す
。

問
題 　

と
し
き
さ
ん
の
学
級
で
は
、
国
語
の
授
業
で
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
方
法
と
し
て
、
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
新

聞
で
読
む
の
と
で
は
ど
ち
ら
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
話
し
合
い
を
読
ん
で
、
あ
と
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
作
文
を
書
き
ま

し
ょ
う
。（
解
答
用
紙
は
別
紙
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
を
使
い
ま
し
ょ
う
。）

【
話
し
合
い
】

と
し
き 　

ぼ
く
は
テ
レ
ビ
で
見
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
テ

レ
ビ
で
は
、
映え
い

像ぞ
う

や
図
を
使
っ
て
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
放
送
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

ほ
の
か 　

私
わ
た
し

は
新
聞
で
読
む
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
な
の
か
を
、
じ
っ
く
り
考
え
な
が
ら
読
む
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。

ひ
か
り 　

テ
レ
ビ
は
新
聞
よ
り
も
早
く
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
よ
い
点
で
す
ね
。
た
だ
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て

く
る
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
ち
が
う
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
知

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

作 

文

作
文
⑵

ポ
イ
ン
ト

な
たす

かう
。は

じな
たそ

の

――――――

型
の
テ

し
合
い

所
と
短

見
を見

を具
体

、

ー
レ

とて
作。）

れ

Sa
mp
le

mp□
⑵
□
⑵

思
い

き
ま
し

き《
条
件
１

《
条
件

《
条
件
２
》

《
条
件

法
を

【
下
書
き
】

下
書
き
】

―――――⎡―――

話
題
に
な
り
ま

話
題
に
な
り

見
る
の
と
新

の
と
新

し
合
い
まま

書
き
まま ple

る

意
見
の
根

見
の
根こ
ん
こ
ん

拠拠き
ょ
き
ょ

と

示
す
。

pleple
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社会
　 　ゆうこさんとけんたさんは，学校の課題で神奈川県の工業について調べました。次の会話文と資
料を見て，あとの問いに答えましょう。
ゆうこ：「工業には，どのような種類があるのか，資料１にまとめてみたよ。」
けんた： 「重化学工業や軽工業の中にも，いろいろな工業があるんだね。神奈川県全体で，地

ち

域
いき

に
よってさかんな工業を調べるために，資料２にまとめてみたよ。」

ゆうこ： 「資料２は，神奈川県と東京都に広がる京
けい

浜
ひん

工業地帯にふくまれる地域の地図だね。神奈
川県では，特に川

かわ

崎
さき

市や横
よこ

浜
はま

市で工業がさかんなようだよ。」
けんた： 「川崎市と横浜市にある港であつかわれている，工業に関する輸出品・輸入品とその割合

について調べて，資料３にまとめたよ。」
ゆうこ：「川崎港と横浜港では，やっぱり輸出品や輸入品も工業に関わるものが多いね。」

□⑴　資料１と資料２から読みとることができる内容として正しいものを，次のア～エから一つ選び，
記号で答えなさい。 （　　　　　）
ア　軽工業では，衣類や紙，集積回路などの重量の軽いものがつくられる。
イ　重化学工業では，鉄鉱石やボーキサイトなどの鉱産資

し

源
げん

が原料として使われる。
ウ　川崎市と横浜市では，軽工業の工場はまったくみられない。
エ　印刷工場は，東京都にはみられないが，神奈川県ではみられる。

□⑵　資料３から読みとることができる内容として正
しいものを，次のア～エから一つ選び，記号で答
えなさい。 （　　　　　）
ア　川崎港の輸出総額は，横浜港の自動車の輸出
額より大きい。
イ　川崎港の肉類の輸入額は，横浜港の衣類の輸
入額の半分以下である。
ウ　川崎港の鉄

てっ

鋼
こう

，鉄鋼くずの合計輸出額は，横
浜港の金属加工機械の輸出額の半分以下である。
エ　石油，液化ガスの合計輸入額は，横浜港より
も川崎港の方が約３倍大きい。

□⑶　神奈川県は，化学工業の工業出荷額が全国第３位（2018年）です。次のア～エから化学工業の
工業出荷額が最も少ない県を一つ選びなさい。また，その県を選んだ理由を資料２・資料３を参
考にして書きなさい。 （　　　　　）

　　ア　茨城県　　イ　千葉県　　ウ　長野県　　エ　三重県
　　（ ）

2

資料１
金属工業

機械工業

化学工業

せんい工業

食料品工業

セメント工業 製紙・パルプ工業

鉄鉱石から鉄鋼をつくっ
たり，ボーキサイトなど
からアルミニウムをつく
ったりする工業。

てっ こう

自動車や船，テレビなど
の電化製品，コンピュー
ター，集積回路［IC］，
カメラなどをつくる工業。

石油などからプラスチッ
クや化学肥料などをつく
る工業。

生糸や化学せんいなどを
原料に，衣類などをつく
る工業。

き いと

農水産物や畜産物から，
パンや牛乳，ジュースな
どをつくる工業。

ちくさんぶつ

ぎゅうにゅう

石灰石から
セメントを
つくる工業。

せっかいせき

木から紙な
どをつくる
工業。

重
化
学
工
業

軽
工
業

資料２

(2016年)            （平成29年版｢工業統計表｣）

（4人以上の工場の統計）
とうけい

※出荷額1,500億円
以上の業種のある
市。

金　属

機　械

化　学

印　刷

食料品

羽村

八王子
昭島

府中
日野

相模原
座間

大和

東京

川崎

横須賀

横浜

鎌倉

藤沢

厚木 綾瀬
秦野

小田原
平
塚
茅
ヶ
崎

資料３　
川崎港

輸出総額 11,167億円 輸入総額 23,571億円
自動車 35.3 % 石油 31.1 %
有機化合物 14.0 % 液化ガス 29.6 %
石油製品 12.6 % 肉類 14.8 %
鉄鋼 5.3 % 魚介類 5.1 %
鉄鋼くず 3.7 % 石炭 3.0 %
その他 29.1 % その他 16.4 %

横浜港
輸出総額 69,461億円 輸入総額 48,920億円
自動車 19.6 % 石油 12.0 %
自動車部品 4.5 % 液化ガス 4.5 %
内燃機関 4.5 % アルミニウム 3.5 %
プラスチック 4.0 % 衣類 3.3 %
金属加工機械 3.2 % 有機化合物 3.0 %
その他 64.2 % その他 73.7 %

（2019年） （2020/21年版「日本国勢図会」）

みとる エか
。

では，衣類や紙，集積回路などの重量の軽いものがつくられる
化学 が原料
川崎市と横浜市では，軽工業の工場はまったくみられな
刷工場は，東京都にはみられないが，神奈川県で
から読みとることができる内容として正
，次 び，記

出総額は，横

紙・パル

ら
ントを

つくる工 ｢工

学

印

昭島

和

横須

横浜

Sa
mp
leできる内容として正しいものを，次内容として正しいも

紙，集積回路などの重量の軽いものが路などの重量の軽いも
，鉄鉱石やボーキサイトなどの鉱産鉄鉱石やボーキサイトなど

しし

浜市では，軽工業の工場はまった市では，軽工業の工場は
東京都にはみられないが東京都にはみられな
ることができる内ことが
エから一

plepleeeepleple
                     (2016年) eeeeeeee

秦野

小田原

plepleple
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第 3回　日本の工業

　 　次の資料を見て，あとの問いに答えましょう。

□⑴　資料１について，1950年と2017年を比
ひ

較
かく

して，最も工業出荷額が増えた工業はどれですか。
また，その工業の2017年の出荷額は，1950年の出荷額の約何倍になりましたか。小数第１位
を四

し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して，整数で答えなさい。
工業（　　　　　）　出荷額（約　　　倍）

□⑵　資料２について正しく説明したものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。
（　　　　　）

　　ア 　2000年以前，各年の生産台数が最も多い国はアメリカかドイツ（旧西ドイツ）である。
　　イ　韓

かん

国
こく

とインドは，これまで中国の生産台数を上回った年はない。
　　ウ　2017年の中国の生産台数は，1990年のアメリカと日本の合計よりも多い。
　　エ　2009年には，インドをのぞいたすべての国で，前年よりも生産台数が減少している。
□⑶　日本の自動車生産に関連して，右の資料

３は，日本の自動車会社の生産台数の変化
を日本とアジアで比較したものです。この
表を見て，気づいたこと，考えられること
を書きなさい。

□⑷　日本と中国の自動車生産を比べて，1990年ごろまでと，1990年代以
い

降
こう

ではどのように変化
していますか。資料２と資料３を参考にして気づいたこと，考えられることを書きなさい。

１

（2020年版「日本のすがた」など） 

資料１　工業出荷額の割
わり

合
あい

の変化
工業出荷額等
（億円）

1950

年
金属16.7％ 機械13.6 化学13.4食料品13.8 せんい23.1 その他19.4

18.8％ 25.8 11.1 13.1 12.3 18.9

19.3％ 32.3 10.6 10.4 7.7 19.7

17.1％ 31.8 15.5 10.5 5.2 19.9

13.8％ 43.1 9.7 10.2
3.9

19.3

11.1％ 45.8 11.0 11.6
2.3

18.2

13.6％ 44.6 14.2 11.7
1.4
14.5

13.4％ 46.0 13.1 12.1
1.2

14.2

1960

1970

1980

1990

2000

2010

2017

22,941

155,786

690,348

2,146,998

3,270,931

3,035,824

2,908,029

3,220,703

0％ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

重化学工業 軽工業

（2020年版「日本のすがた」）

資料２　世界各国の自動車の生産台数の移り変わり
3000

（万台）

2000

1000

0
1968 75 80 85 90 95 2000 05 10 1518年

中国

アメリカ
日本

ドイツ

インド

旧西ドイツ

韓国

資料３　日本の自動車会社の地域別自動車生産台数
（単位：万台）

2000年 2005年 2010年 2015年 2019年

国内 1,014 1,080 963 928 968

アジア 167 396 713 947 1,085

（日本自動車工業会資料）

1990年
ごろまで

1990年代
以降

演 習 問 題 B

も工業
の出荷

したもの

各年
インド

017年
0

た工
た

額（約
さい
（

西ドイツ
。

の合計
前年より

の自
本の自動車会社の生産台数の変化
ジアで比較したものです。この
づいたこと，考えられ

（20

料３　Sa
mp
le
倍に

工業（　　　　　）業（　　　　　）
のア～エエから一つ選び，記号でから一つ選び，記号

数が最も多い国はアメリカかドイツも多い国はアメリカか
れまで中国の生産台数を上回った年はの生産台数を上回った

の生産台数は，の生産台数は，19901990年のアメリカと年のア
，インドをのぞいたすべての国でインドをのぞいたすべて
産に関連して，右の資料産に関連して，右の
会社の生産台数の会社の生産
したもの
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社会
　 　次の資料を見て，あとの問いに答えましょう。

□⑴　資料１の製鉄所の多くが位置しているところは，
まとめて何と呼

よ

ばれていますか。
 （　　　　　　　　）
□⑵　製鉄所がなぜ⑴の地域に集中して位置している

のか，考えられる理由をかんたんに書きなさい。

□⑶　資料２の自動車工場の所在地や資料３の半導体工場の所在地を，資料１の製鉄所の所在地と比
較したとき，どのようなちがいがありますか。その理由も明らかにして，かんたんに書きなさい。

□⑷　資料２の自動車工場の所在地を資料３の半導体工場の所在地と比較したとき，どのようなちが
いがありますか。資料１の製鉄所の所在地をふまえて，かんたんに書きなさい。

2

沖縄県

（2019年7月1日現在）

資料１　製鉄所の所在地

沖縄県

（2019年4月1日現在）

資料２　自動車工場の所在地

（2020/21年版「日本国勢図会」）

沖縄県

（2019年4月1日現在）

資料３　半導体工場の所在地

車工場の所在
資料

資料１
らかに

/21年

4月1日

自動車
とき

Sa
mp
le

所在地や資料３の半導体工場の所在地料３の半導体工場の所
うなちがいがありますか。その理由うなちがいがありますか。そ

plepleplepleleeeeeeeeeeeeeleplleleplpleleplepleeeeeeeeeeeeeeeeelllplllllplplplplplplleplepleeeeeeeeeeeelelepleplepleplepleleleplle（plemmm
Sa
m
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第 3回　日本の工業

　 　次の資料を見て，あとの問いに答えましょう。

□⑴　働く人の数によって工場の大きさを分けたとき，工場の大きさと工場数とは，どのような関係
になっていますか，かんたんに書きなさい。

□⑵　中小工場と大工場の従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

一人あたりの出荷額は，どちらのほうが多いですか。また，従業員
一人あたりの出荷額を比

ひ

較
かく

すると，最も多いところは最も少ないところの約何倍ですか。小数点
第１位を四

し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して，整数で答えなさい。
 工場（　　　　　）　出荷額（約　　　倍）
□⑶　資料２は働く人の数によって工場の大きさを分けたときの工場数の割

わり

合
あい

を，それぞれの工業地
帯・地

ち

域
いき

別に示したグラフです。阪
はん

神
しん

工業地帯はどのような特
とく

徴
ちょう

があるといえますか。中京工業
地帯や関東内陸工業地域と比

ひ

較
かく

して，かんたんに書きなさい。

□⑷　資料３はそれぞれの工業地帯・地域の製造品出荷額の割合を示しています。阪神工業地帯は金
属工業の出荷額割合が高くなっています。その理由を，⑶をふまえて，「関連工場」という語を
用いてかんたんに書きなさい。

１

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中京
工業地帯 1～3人 4～9人 10～19人

20～29人 100～299人

関東内陸
工業地域
阪神
工業地帯

30～99人 300人以上

資料２

中京
工業地帯

関東内陸
工業地域

阪神
工業地帯

金属 9.4％
機械 69.4

11.6％ 45.9 9.6 15.1 17.1

化学 6.2

食料品4.7

0.7

せんい0.8
その他
9.5

20.7％ 36.9 17.0 11.0 13.1
1.3

資料 3

資料１

働く人の数による
工場の大きさ 工場数 働く人の数

（万人）
工業出荷額
（億円）

中
小
工
場

１～３人 169,505 33 29,036

４～９人 68,892 43 60,271

10～49人 90,157 192 423,152

50～99人 15,165 106 328,047

100～299人 10,539 171 687,288

大
工
場

300～999人 2,985 147 816,404

1000人以上 511 112 876,506

合　計 357,754 803 3,220,703

※ 工場数と働く人の数は2018年６月１日時点，工業出荷額は2017年 
（2020年版「日本のすがた」）

（2019年） （2021年版「データでみる県勢」）

（2017年） （2020/21年版「日本国勢図会」）

演 習 問 題 A

小工 どちら
た ころは最
四
し

捨 い。

く人の数によって工場
したグラフで
業地域

どのを分け
に書きな

域

阪神
工

11 6 45

6 9

がた」） 年版

Sa
m工場の従場の

じゅうじゅ

業
ぎょう

員
いん

一人あたりの出荷額一人あたりの
額を比額を比

ひひ

較較
かくかく

すると，最も多すると，最
て，整数で答えなて，整数

ple
工場の大きさと工場数大きさと工場数

年）

Sa
mp
le
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社会

次の（　　　）にあてはまる語を書きましょう。
□❶　重くて大きい製品を生産する工業を（　　　）といいます。

□❷　❶の工業のうち，鉄・アルミニウム・銅などを板や管などに加工す
る工業を（　　　）といいます。

□❸　❶の工業に対して，糸，食料品，紙・パルプ，印刷物，陶磁器など，
おもに日用品をつくる工業を（　　　）といいます。

□❹　❸の工業のうち，衣類や，衣類をつくるための糸をつくる工業を 
（　　　）といいます。

□❺　日本のすべての工場のうち，工場の数が圧
あっ

倒
とう

的
てき

に多いのは，大工場
と中小工場のうち，（　　　）です。

□❻　大工場と中小工場を比べると，働く人１人あたりの生産額が多いの
は（　　　）の方です。

□❼　中小工場は，大工場のためにつくった部品を送る（　　　）工場とし
ての役

やく

割
わり

をになっているところが多くあります。

□❽　日本の国内から海外に工場が移転したことによって，国内の産業が
おとろえる問題を（　　　）といいます。

□❾　関東地方から九州地方の北部にかけて帯状に広がっている，工業が
さかんな地域を（　　　）といいます。

□10　東京都や，横
よこ

浜
はま

市・川
かわ

崎
さき

市を中心とする神奈川県に広がっている工
業地帯を（　　　）といいます。

□11　愛知県を中心に，岐阜県・三重県に広がる工業地帯を（ア　　　）と
いい，豊田市の自動車などを中心に（イ　　　）工業の割合が高く，出
荷額は日本一です。

□12　大阪府や，神戸市を中心とする兵庫県など，大阪湾
わん

沿
えん

岸
がん

を中心に広
がっている工業地帯を（　　　）といいます。

□13　福岡県の北九州市を中心とする工業地域を（　　　）といいます。

（❶ ）

（❷ ）

（❸ ）

（❹ ）

（❺ ）

（❻ ）

（❼ ）

（❽ ）

（❾ ）

（10 ）

（11ア ）
（11イ ）

（12 ）

（13 ）

に多い

，働

は，大工場のためにつくった部品を送る（　　　）工場とし
割を

の国内から海外に工場が移転したことによって，
る問

ら九州地方の北部にか
（　　　）とい

Sa
mp
le
大工場

あたりの生産額が多いのの生産額が多いの

めにつくった部品を送る（　　　）工った部品を送る（　　　
いるところが多くあります。いるところが多くあります。

海外に工場が移転したこ海外に工場が移転
　　）といいます　）と

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeee（❻
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第 3回　日本の工業

　日本の工業
⑴　工業の種類
・重化学工業…重くて大きい製品を生産する。機械工業，金属工業，化学工業など。
・軽工業…せんい工業，食料品工業，窯

よう

業
ぎょう

（陶
とう

磁
じ

器
き

などをつくる）など。
⑵　日本の工業…かつては軽工業が中心で，糸などをつくるせんい工業がさかんだった。現在は，
自動車やコンピューターなどをつくる機械工業がさかんになっている。
⑶　日本の工場
・日本の工場のほとんどは，働く人が300人未満の中小
工場。工場で働く人の半分以上が中小工場で働く。
・大工場では，ロボットや大型の機械などを使って製品
を大量に生産。→働く人一人あたりの生産額が多い。
・中小工場の多くは，大工場に部品をおさめる関連工場。
・独自の技術で製品をつくる中小工場もある。
・中小工場は，大工場に比べて，人手不足や低

てい

賃
ちん

金
ぎん

，長
時間労働などの問題がある。

⑷　日本の工業の問題や課題
・原料や生産に必要なエネルギー源

げん

を輸入にたよっている。
・日本の企

き

業
ぎょう

が工場を海外に移したため，国内の工場が少なくなり，国内の産業がおとろえると
いう産業の空

くう

洞
どう

化
か

が進んでいる。
・持続可能な社会の実現のために，環

かん

境
きょう

にやさしい製品を開発する必要がある。
　日本の工業地帯・地域
⑴　太平洋ベルト
・原材料の輸入や，製品の輸出に便利な海ぞいに
工場が集まっている。
・太平洋ベルトの地域は，大都市が多いので，労
働力を得やすい。

⑵　三大工業地帯
・京

けい

浜
ひん

工業地帯では，東京都で印刷業が発達して
いる。
・中京工業地帯は日本最大の工業地帯。豊

とよ

田
た

市（愛
知県）では，自動車工業がさかんに行われている。

・阪
はん

神
しん

工業地帯には，中小工場が多い。
⑶　北九州工業地域…明治時代に建てられた八

や

幡
はた

製
鉄所を中心に発

はっ

展
てん

した。現在は機械工業が中心。

1

99.0％

67.9

47.5

32.1

52.5

1.0

0

工場数
35万7754

働く人の数
803万人

生産額
321兆9395

　　  億円

20 40 60 80 100％

（2020/21年版「日本国勢図会」）
※大工場は働く人
　300人以上の工場。

（2018年,生産額は2017年）

中小工場 大工場

□1  大工場・中小工場の工場数・働く人の数・
生産額の割合

2

北陸 関東内陸

京葉

鹿島臨海

東海

中京工業地帯

京浜工業地帯

瀬戸内

阪神工業地帯
はんしん

工業地域

北九州

太
平
洋
ベ
ル
ト

北海道

大分臨海

せ　と　うち

けいひん

りんかい

□2おもな工業地帯と工業地域

日本の工業の種類や工場の特色，日本の工業がかかえる問題や課題について学習しましょう。
輸送に便利な地

ち

域
いき

に工業地帯や工業地域がつくられたことを理解しましょう。テーマ

日本の工業

く。
を使っ

りの生産
に部品を

くる中
工場に

などの
本の工
料や いる。
の企 の工場が
業の
な社 環境

う

に
帯

や 製

る。

％

5

働く人
人以上の

中小

大工場・中小工場
生

Sa
mp
leい。

る関連工場工場。。
もある。

人手不足や低不足や低
ていてい

賃賃
ちんちん

金金
ぎんぎ

，長長
る。

や課題や課題
必要なエネルギー源要なエネルギー

げんげん

を輸入にたよを輸入
場を海外に移したため，場を海外に移したた
が進んでいる。が進んで
現のため

eeeeeee
0

工場数場数
353 万77547754

働く人の働く人の数数
803803万人人

生産額
3213 兆9395

　　  億


